
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

余市町図書館┻2024年 9月号 NO.399号 

 

アルツハイマー月間ってなんだ！？ 

1994年「国際アルツハイマー病協会」は、世界保健機関（WHO）と共同で、毎年 9月 21日

を「世界アルツハイマーデー」と制定し、この日を中心に、認知症の正しい理解を深めるための活動を実

施しています。また、９月を「世界アルツハイマー月間」と定め、様々な取り組みを行っています。 

「認知症サポーターキャラバン」 
マスコットキャラクター 

ロバ隊長 

相談会＆認知症の人を支える家族の会の集い 

「誰かに話したい」「聞いてほしい！」 

現在介護をしている方、すでに看取った方が集まって、お互いの話

を通じて交流を深め、ストレスの解消ができる会です。 

物忘れや認知症、介護に関する疑問や悩みなどなど… 

ぜひご相談ください。 

体験集の無料配布もありますので、お気軽にお越しください。 

日時：9月 17日（火）午後１時 30分から 

認知症ってなに？ 

「親子で学ぼう！認知症教室」 

ゲームやクイズ等で、頭の仕組みや認知症に 

ついて楽しく学んでみませんか？ 

講師：島田脳神経外科認知症疾患医療センター 

濱谷靖敏氏 

日時：9月 28日（土） 
午前 10時 30分から              

場所：図書館 2階視聴覚室   対象：小学生以上 

申込：希望日の前日までに余市町役場保険課介護保険 

グループ（２１－２１１９）までご連絡ください。 

当日参加もＯＫです！ 

※大人だけの参加や、お子様だけの参加も大歓迎です。  



  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

木曜映画会 
毎週木曜日の 14時から、 
２階視聴覚室にて、 
映画を上映しています。 
ぜひご来館ください！！ 

「シャイロックの子供たち」 
監督：本木克英 主演：阿部サダヲ  

 
東京第一銀行・長原支店で起きた、現
金紛失事件。お客様係の西木は、同じ
支店の愛理と田端とともにこの事件の
裏側を探っていく内、ある事実にたど
りつく。それは、メガバンクを揺るが
す、とてつもない不祥事の始まりにす
ぎなかった―。 
 

122 分 

5日 

12日 19日 

26日 

「俺たちは天使じゃない」 
監督： ニール・ジョーダン  
主演：- ロバート・デ・ニーロ 

 

「夜霧よ今夜も有難う」 
監督：江崎実生 主演：石原裕次郎 

 

「第三の男」 
監督：キャロル・リード  
主演：ジョゼフ・コットン 

 

カナダとの国境に近いアメリカ東部のとあ
る刑務所。窃盗で服役していたネッドとジ
ムは殺人犯ボビーの死刑執行に立ち会う
が、ボビーは一瞬のすきを突いて狡猾に脱
獄、2人も流れから一緒に脱獄し、ニュー
イングランドの小さな町に逃げ込むが…？ 

106 分 
外国航路から帰国し恋人に求婚した男は、
不慮の事故によって彼女と会えなくなって
しまう。それから 4年後。横浜でナイトク
ラブを営みながら密出国を手助けする彼の
もとに、ある外国人男性がやってくる。そ
の傍らにいる妻は、かつて彼のもとから去
った恋人だった―。 

93 分 

第二次大戦後のウィーン。主人公である
作家のマーチンは、親友のハリーが自動
車事故で死亡したことを知らされる。独
自に行った調査の末、彼の死には 3人の
男が立ち会っていたことを突き止める
が、その 3番目の男の正体だけは、何度
調べても判明せず…？ 

120 分 

今月の特集コーナー 

世界アルツハイマー月間を記念して、関連本を集めました。 

実際に介護した方のエッセイや認知症対策、わかりやすい絵本まで、幅広く揃えました。 

９月中は貸出ができませんが、ぜひ館内で読んでみてください！ 

※１０月からは貸出可能です！ 

認知症介護のリアル 

ある日突然、頼りにしていた母

が発症！認知症を脳科学の視

点で解き明かしていきます。 

「ぼけますから、よろしくお願いし

ます」を監督した著者が、脳科

学者と対談。介護の日々を振り

返り、認知症の行動を語り合う！ 

おしえてくれる？ 

わたしのなまえ 

共感とユーモア、認知症が

引きおこす症状へのあた

たかな理解、そして想像力

に富んだ繊細なイラストに

よって、幼い子どもたちが

認知症にふれるのに理想

的な一冊となっています。 



    

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

▽脳が一生忘れないインプット術（星友啓） 

▽日本史真髄(井沢元彦) 

▽古民家カフェとレトロ喫茶札幌（中川浩一） 

▽青春１８きっぷパーフェクトガイド 2024-2025 

(谷崎竜) 

▽キーウの遠い空（オリガ・ホメンコ） 

 

 

 

 

 

 
▽「人を生かす」理念経営 “己を修め人を治める” 
マネジメントの極意                   (籔修弥) 

▽還暦から始まる(谷川浩司) 

▽西洋菓樹栽培法 （開拓使） 

▽マンガでわかる「釣りのはじめ方！」(多田あゆ実) 

 

 

 

実用書・その他 

▽地雷グリコ(青崎有吾) 

 

 

 

 

 

 

▽にゃん！ 鈴江三万石江戸屋敷見聞帳（あさのあつこ） 

▽バリ山行（松永Ｋ三蔵） 

▽音わざ吹き寄せ音四郎稽古屋手控（奥山景布子） 

▽義民が駆ける（藤沢周平） 

▽京の縁結び縁見屋の娘（三好昌子） 

▽陰からの一撃(堂場瞬一) 

 

 

 

▽隠れ町飛脚三十日屋（鷹山 悠） 

▽大福三つ巴 宝来堂うまいもん番付(田牧大和) 

▽警視庁強行犯係・樋口顕）(今野敏) 

 

 

 

 

▽雪華燃ゆ 上絵師律の似面絵帖（知野みさき） 

▽しのぶ恋 浮世七景(諸田玲子) 

▽死蝋の匣(櫛木 理宇) 

 

 

 

 

 

▽それは令和のことでした､(歌野晶午) 

▽旅は道づれきりきり舞い(諸田玲子)   

▽科捜研の砦(岩井圭也) 

  

 

文 芸 書 

▽３歳から親子でできる！おうち実験＆あそび 

(いわママ) 

 

 

 

 

 

 

▽「よくむせる」「せき込む」人のお助けＢＯＯＫ  

誤嚥性肺炎を防ぐために自分でできること （大谷義夫）

▽これからの時代の「新しい呼吸ケア」（木田厚瑞） 

▽ぜんそくと診断されたら読む本（井上哲兵） 

▽一生、自分の足で歩くためのらくらく１分間筋トレ 
（山田実） 

▽うちのコ！ねこ刺しゅう（ツチノコノネコ） 

▽葉っぱ切り絵いきものずかん（リト＠葉っぱ切り絵） 

▽定年ランニング（中野ジェームズ修一） 

▽捨てられた僕と母猫と奇跡（船ヶ山哲） 

 

2022 年２月２４日。ロシアの侵攻が始まったあの

日から、私たちの生活は一変した。戦争の予感、避

難生活の現実、引き裂かれた家族、ロシアの友人

への思い……。キーウに生まれ育ち、日本で博士号

を取得したウクライナ人の著者が、戦争下で見たこ

と、考えたことを綴る。 

ミステリ界の旗手が仕掛ける本格頭脳バトル小説! 

平穏を望む勝負事に強い女子高生が、日常の中で巻

き込まれる、風変わりなゲームの数々。罠の位置を読み

合いながら階段を上ったり、百人一首の絵札を用いた

神経衰弱に挑んだり。 

その勝負の先に待ち受けるものとは―― 

新橋の社長殺しの容疑者が千葉で交通事故死し

た。不審な点は無かったものの、主人公の自宅に

「真犯人は今も逃げている」「追跡捜査係に情報

を提供する」との封筒が。怪しみつつ夜の晴海ふ

頭をひとりで訪れた主人公。だがそこには…！？ 

世田谷区の住宅街で男性が刺殺され、捜査一課の

樋口顕も現場に急行。野党議員を内偵中の東京地

検特捜部の検事・灰谷は、現場付近の防犯カメラに

映っていた事実だけを理由に議員秘書を拘束し… 

ある日、茨城県で滅多刺しの男女の死体と死蝋のか

けらが発見される。その翌日、白昼のコンビニで女子

中学生たちが襲撃される第二の事件が発生。現場

の指紋から、捜査線上に椎野千草という女性が浮か

び上がる。彼女は、十三年前に起きた史上最悪の無

理心中事件の生き残りだった――。 

楽しくあそびながら子どもの知的好奇心が育つ、

実験とあそびが大集合！使うのは、ペットボトルや

紙コップ、重曹、中性洗剤、風船など、おうちにあ

るものや 100均で手に入る身近なものばかり。 

普段のおうちあそびにはもちろん、夏休みの自由

研究にも役立つ情報が満載です。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

日 月 火 水 木 金 土 

1 2 3 4 5 6 7 

8 9 10 11 12 13 14 

15 16 17 18 19 20 21 

22 23 24 25 26 27 28 

29 30      

日 月 火 水 木 金 土 

  1 2 3 4 5 

6 7 8 9 10 11 12 

13 14 15 16 17 18 19 

20 21 22 23 24 25 26 

27 28 29 30 31   

9月 14日・28日（土） 

午前 11時～ 

1階おはなしコーナー 

○今月のテーマ○ 

「きれいなおつきさま」 
 

楽しい読み聞かせや、毎月変わるテーマに合わせた

絵本の紹介を行います。今年は「自然」に関係する

絵本を読みます！自由参加です。 

 

毎週水曜日の１０時３０分から、図書館１階の読み聞かせ

コーナーで開催しています。 

公民館サークル「本のひろば」さんによるおはなし会です。

ぜひご参加ください。 

今月の開催日＊4日、11日、18日、２5日 

 

みなさんの参加を 

待っています！ 

＊本は１人５冊、カセットテープは１人２巻まで２週間借りられます。 
＊開館時間 午前１０：００～午後６：３０ 
＊休館日 毎週月曜日、図書整理日、年末年始 
余市町図書館 余市町入舟町４１３番地 

電話：（０１３５）２２－６１４１ FAX：（０１３５）２３－７６６０
https://www.yoichi-lib-unet.ocn.ne.jp// 

…休館日   …おはなし会    …映画会   …本のひろばよみきかせ会 

…親子で学ぼう！認知症講座 

  

 

 

 

  

   

  

    

  

  

  

  

 

 

 

 

毎年、9月 23日は「手話言語の国際デー」です。2017年 12月 19日に国連総会
で決議されました。決議文では、手話言語が音声言語と対等であることを認め、ろう者
の人権が完全に保障されるよう国連加盟国が社会全体で手話言語についての意識
を を高める手段を講じることを促進することとされています。 

図書館にも、手話の関連本がたくさんありますので、ぜひ読んでみてくださいね！ 
※手話の本は、背表紙の数字が「３７８」の場所にあります！ 


